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極座標

r : 半径
θ : 緯度
φ : 経度�











r2Ψ2 の�r�依存プロット
（動径部分つまり�r2R(r)2）�

n を大きくすると動径方向の節面が増える。�

Ψ2の�r�依存プロット
（動径部分つまり�R(r)2）�



角度部分だけ
つまり Θ(θ)Φ(φ) �

実数にして
「見える」
ようにしてある�

l の軌道関数には
l 枚の節面
角度部分の節面が
増える球面調和振動
（スイカの等分問題、
� 包丁l 回入れる）

n の軌道関数には
総数�n−1枚の節面
（包丁n−1回入れる）



 

�

節面0個�

動径節面
球面1個�

動径節面
同心球面2個�

動径に0個�だけど

角度に1個
計1個�

動径に1個�
角度に1個
計2個�

動径に0個�
角度に2個
計2個�

節の数（2個）が�
等しいから
縮重�

節の数（1個）が�
等しいから
縮重�

節の数（0個）
（縮重できない）�

三次元的な、 基準振動、倍振動、 三倍振動、、、�
(n=1) (n=2) (n=3)

l の軌道関数には
l 枚の節面
角度部分の節面が
増える球面調和振動
（スイカの等分問題、
� 包丁l 回入れる）

n の軌道関数には
総数�n−1枚の節面
（包丁n−1回入れる）



宿題：�「例題�3.7（1s）」 および、2s 軌道で同様の質問 、a0単位で.�
ヒント：動径分布関数 4πr2Φ2 が極値を持つ条件、導関数=0 の評価
なので4πと規格化因子は略すと楽. 
 
 
 

 

 
電子密度はΦ2で表される. 動径方向の積分について、微小球殻体積
中の電子の存在確率が Φ2dv = 4πr2Φ2dr . 
従って、動径分布関数は4πr2Φ2.�
 �

x�

y�

z �

表面積� 4πr2 

球殻体積� 4πr2dr �

r �
dr�厚み�

マーク部分だけ使おう�



H26 国家公務員試験�化生薬�専門（多肢式）試験問題から�


